
 

 

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の 

介
護
基
盤
整
備
と
利
用
者
支
援
を 

 

飯
塚
議
員
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
待
機
者
が
令
和
２
年
４
月
時
点

で
３
千
人
に
及
ん
で
い
る
と
指
摘
。
在

宅
で
の
介
護
は
介
護
退
職
や
介
護
心

中
な
ど
の
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
待
機
者
数
に
対
応
で
き
る

整
備
計
画
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

低
所
得
者
に
は
居
住
費
と
食
費
が
軽

減
さ
れ
る
補
足
給
付
が
あ
る
が
、
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
に
は
適
用
さ

れ
な
い
た
め
、
高
額
な
入
居
費
用
で
低

所
得
者
の
入
居
が
困
難
と
な
っ
て
い
る

実
態
が
あ
る
と
指
摘
。
家
賃
補
助
な
ど

の
支
援
を
す
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。 

 

佐
久
間
な
お
み
福
祉
部
長
は
、
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
に
か
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 持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
と
す
る
た
め
に
、
安
心
し
て

産
み
育
て
ら
れ
る
保
育
制
度
の
拡
充
な
ど
、
４
点
で
質
問 

―
 

飯
塚 

孝
子 

議
員 ―

 

か
る
負
担
軽
減
が
安
定
的
に
行
わ
れ
る

た
め
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

と
同
様
に
、
介
護
保
険
制
度
の
補
足
給

付
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

考
え
を
示
し
、
引
き
続
き
国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。 

 

第
８
期
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を 

飯
塚
議
員
は
、
介
護
保
険
料
基
準
額

は
ス
タ
ー
ト
時
年
間
３
６
，
５
０
０
円
だ
っ

た
も
の
が
、
第
７
期
の
現
在
は
７
６
，
２
０

０
円
と
２
０
年
間
で
２
倍
を
超
え
る
一

方
で
、
年
金
支
給
額
は
年
々
引
き
下
げ

ら
れ
、
高
齢
者
の
負
担
能
力
を
超
え
て

い
る
と
指
摘
。
第
８
期
は
介
護
保
険
料
の

更
な
る
値
上
げ
で
は
な
く
介
護
給
付
費

準
備
基
金
２
０
億
円
の
活
用
と
一
般
財

源
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
基
準
額
を

引
き
下
げ
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。 

佐
久
間
福
祉
部
長
は
、
第
８
期
の
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
、
保
険
料
の
上
昇
幅

が
小
さ
く
な
る
よ
う
、
介
護
給
付
費
準

備
基
金
の
最
大
限
活
用
を
検
討
し
て
い

る
と
答
え
ま
し
た
が
、
引
き
下
げ
に
は

言
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

 
 

き
ょ
う
だ
い
の
同
園
入
園
が 

可
能
と
な
る
基
盤
整
備
を 

飯
塚
議
員
は
、
毎
年
５
０
０
人
程
度
の

定
員
増
の
施
設
整
備
を
し
て
き
て
い
る

が
、
き
ょ
う
だ
い
で
の
同
園
入
園
が
で
き

な
い
世
帯
が
平
成
３
０
年
度
以
降
増
え

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
そ
の
解
消
の
た
め

の
基
盤
整
備
の
早
期
実
現
が
必
要
で
は

な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。 

小
柳
建
道
こ
ど
も
未
来
部
長
は
、
き

ょ
う
だ
い
別
々
の
保
育
施
設
へ
の
入
園

は
、
保
護
者
の
負
担
、
児
童
の
保
育
環
境

の
面
か
ら
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
の

認
識
を
示
し
、
令
和
２
年
４
月
入
園
か

ら
下
の
子
ど
も
の
同
園
入
園
を
希
望
す

る
場
合
の
優
先
度
の
加
点
を
大
幅
に
あ

げ
た
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

保
育
料
の
多
子
減
免
制
度
の
拡
充
を 

飯
塚
議
員
は
、
新
潟
市
の
保
育
料
多

子
減
免
制
度
の
基
準
は
、
第
１
子
が
小

学
３
年
ま
で
と
し
て
い
る
た
め
、
４
年
生

以
上
の
場
合
は
減
免
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
。
第
１
子
の
年
齢
を
１
８
歳
ま
で
広

げ
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。 

小
柳
こ
ど
も
未
来
部
長
は
、
保
育
料

の
軽
減
は
少
子
化
対
策
と
い
う
観
点
か

ら
も
有
効
な
施
策
と
認
識
し
て
い
る
が
、

本
市
の
子
育
て
支
援
全
体
の
中
で
総
合

的
に
判
断
す
る
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。 

 

文
化
観
光
施
設
の
高
齢
者
割
引
を 

飯
塚
議
員
は
、
平
成
２
７
年
に
体
育

施
設
の
高
齢
者
割
引
が
導
入
さ
れ
、
利

用
者
が
顕
著
に
伸
び
た
実
績
を
示
し
、

美
術
館
な
ど
文
化
観
光
施
設
に
も
利
用

割
引
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は
、
高
齢

者
の
健
康
増
進
と
社
会
参
加
を
促
す
こ

と
に
つ
な
が
る
と
主
張
。
２
０
政
令
市
の

中
で
文
化
観
光
施
設
の
割
引
制
度
が
な

い
の
は
本
市
だ
け
で
あ
り
、
市
民
要
望
が

強
い
割
引
制
度
の
実
現
を
迫
り
ま
し
た
。 

長
浜
裕
子
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
は
、
高

齢
者
の
施
設
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
減
収
に

つ
な
が
る
施
設
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い
く
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

飯塚孝子議員 
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日本共産党・民主にいがた・市民ネットにいがた 

共同提案の3本の意見書は不採択 
■７５歳以上の医療費負担の原則２割化に反対する意見書の提出について 

       提案理由説明   ― 平あや子議員 ― 

政府・与党は、７５歳以上の医療費の窓口負担を単身世帯で年金収入２００万円以上を対象に、現行の１割

から２割に引き上げる方針を決めました。７５歳以上は病気やけがが多く、治療が長期化するケースが多くありま

す。一方、収入は公的年金などに限られている上、年金額も抑制・目減りしています。新型コロナウイルスの感

染拡大で高齢者の健康と生活への不安が高まっているときに医療負担を増やすことは、重大な問題を引き起こ

すことになりかねないことから、即刻中止を求めます。 

■義務教育における少人数学級の実現を求める意見書の提出について 

          提案理由説明   ― 風間ルミ子議員 ― 

公立小学校の 1学級の人数を 25年度までに全学年 35人以下に引き下げることが閣僚折衝で決まり、次の

通常国会に義務標準法の改正案が提出されることになりました。教育への財政投入に後ろ向きな財務省に風

穴を開けたことは画期的なことだと考えますが、5 年かけて小学校のみ 35 人以下学級では不十分と言わざる

を得ません。よって、20 人程度の少人数学級の実現に向け、段階的かつ計画的に実施するとともに、所要の

財政措置を講ずるよう強く要望するものです。 

 

■日本学術会議への人事介入及び任命拒否の撤回を求める意見書の提出について 

            提案理由説明    ― 倉茂政樹議員 ― 

菅首相は日本学術会議第 25 期会員任命に際し、同会議から推薦された会員候補のうちの 6 名の任命を拒

否しました。このことに学会・大学関係だけでなく、多数の市民団体やマスコミからも抗議の声があがっていま

す。日本学術会議は科学者が戦争に協力した反省の上に設立され、これまで「独立性」と「高度の自主性」のも

とで会員を選考してきました。任命拒否は日本学術会議法に違反するだけでなく、憲法２３条が保障した「学問

の自由」を侵害するものであり、撤回を強く求めます。 

 

 

１
２
月
２
１
日
、
党
市
議
団
は
、
就

学
援
助
制
度
の
改
善
を
教
育
長
に
、

生
活
困
窮
者
へ
の
年
末
・
年
始
の
閉

庁
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
福
祉
部
長

に
、
そ
れ
ぞ
れ
緊
急
に
申
入
れ
を
し

ま
し
た
。 

 

新
潟
市
の
就
学
援
助
の
認
定
基
準

は
、
生
活
保
護
基
準
の
１
．
３
倍
で
す

が
、
来
年
度
か
ら
『
集
中
改
革
プ
ラ

ン
』
で
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

に
連
動
し
て
認
定
基
準
を
引
き
下
げ

る
計
画
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
認
定

か
ら
外
れ
る
１
２
０
０
人
な
ど
３
８

０
０
人
が
影
響
を
受
け
ま
す
。 

 

党
市
議
団
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
子
育

て
世
帯
が
経
済
的
に
苦
し
い
状
況
に

陥
っ
て
い
る
中
で
の
就
学
援
助
の
認

定
基
準
引
き
下
げ
は
中
止
す
べ
き
と

強
く
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
年

度
途
中
に
認
定
を
受
け
た
世
帯
は
、

４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

前
田
秀
子
教
育
長
は
、
来
年
度
予

算
は
縮
小
の
方
向
で
あ
り
、
よ
り
必

要
な
人
に
手
厚
い
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
た
と
回
答
。
市
議
団
は

「
就
学
援
助
の
予
算
枠
内
で
融
通
す

る
の
で
な
く
、
教
育
予
算
を
増
や
し
、

市
全
体
で
教
育
・
子
育
て
支
援
の
姿

勢
を
示
す
べ
き
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

党
市
議
団
は
、
生
活
困
窮

者
の
年
末
・
年
始
の
臨
時
相

談
窓
口
の
設
置
や
宿
泊
、
食

料
等
の
提
供
、
十
分
な
周
知

を
求
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
佐
久
間
な
お
み
福
祉
部

長
は
、
各
区
役
所
に
相
談
が

来
た
場
合
は
、
食
料
の
提
供

や
シ
ェ
ル
タ
ー
の
準
備
を

し
て
い
る
と
回
答
。
ま
た
、

生
活
保
護
が
必
要
な
場
合

は
窮
迫
保
護
も
対
応
す
る

と
し
ま
し
た
。 

 

１
２
月
議
会
に
党
市
議
団
は
民
主
に
い
が
た
と
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
と
共
同
し
、
『
義
務
教
育
に
お
け
る
少
人
数
学

級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
』
『
７
５
歳
以
上
の
医
療
費
負
担
の
原
則
２
割
化
に
反
対
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
』『
日
本
学
術
会
議
へ
の
人
事
介
入
及
び
任
命
拒
否
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
』
の
３

本
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
翔
政
会
・
公
明
党
・
新
市
民
ク
ラ
ブ
が
反
対
し
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

前田秀子教育長に申入れをする党市議団 

●
就
学
援
助
制
度
の
改
善
と 

●
生
活
困
窮
者
へ
の
年
末
年
始
の
対
応
強
化 

緊 

急 

申 

し 

入 

れ 


